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■■ 2024೧ౕ ք͖֐Δのডᡊ研究ं
Chizu Sato（ワーΰωンΰン大学・オランダ） 

IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23 น参ল） 

Wendy Harcourt（Φラスムス・ロッテルダム社会科学大学院大学・オランダ） 

IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23 น参ল） 

૛૛ঙঙ๢๢（中国ਕ຿大学・中） 

IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26 น参ল） 

IGSセミナー「国際社会と中国」（37 น参ল） 

 秀秀䌤䌤（ୈ࿹൒ཱྀ権ӻ推進࿊໏・ୈ）ڒڒ

IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰくり」（29 น参ল） 

 至至݁݁（ୈ࿹൒ཱྀ権ӻ推進࿊໏・ୈ）؈؈

IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰくり」（29 น参ল） 

ᤜᤜ一一ฑฑ（カリフォルωア大学アーバインߏ・ธ） 

IGS国際ワークショップ「アジアଢฑ༺をめ͛るஏ政学的߇争とジェンダー」（35 น参ল） 

IGSセミナー「国際社会と中国」（37 น参ল） 

■■ 2024೧ౕ 国内ডᡊ研究ं
ঘঘీీྠྠݬݬ（౨ښ外国ޢ大学）IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23น参ল） 

 IGS国際シンポジウム「フェミωθムとコϠωング」（23น参ল）（౐大学ښ）࢛࢛ౣౣآآ

ᇞᇞؿؿ（大ཱིޮࡗ大学）IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26น参ল） 

 IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26น参ল）（大学ښ౨）ًً࢛࢛ݬݬీీ

ཧཧѧѧ㡶㡶（Ӌ౐ٸ大学）IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26น参ল） 

リリンンダダ・・ググロローーϔϔ（上ஒ大学）IGS国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ」（26

น参ল） 

長長ౣౣࠦࠦܛܛ子子（中ԟ大学）IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰく
り」（29น参ল） 

ՑՑ໼໼కక೯೯（ஞഀ大学）IGSセミナー「ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰくり」
（29 น参ল） 

Misha Cade（౨ښ大学）IGSセミナー「一ॻに学·うʄ੓的同қと第ࢀ者ղ入ワークショップ」（31น参ল） 

治治෨෨れれΞΞげげ（౨ښ工業大学）IGS セミナー「ϟυィアにおける『Ԏ上』の構ଆと発信者としてのࢴた
ち」（33 น参ল） 

ववྜྷྜྷここͥͥええ（同ࢦ社大学）IGS 国際ワークショップ「アジアଢฑ༺をめ͛るஏ政学的߇争とジェンダ
ー」（35 น参ল） 

IGSセミナー「ԯೆにおける共༙ஏとジェンダー」（39（社大学ࢦ同）ઇઇ子子ࢃࢃۇۇ น参ল） 

戸戸ᬔᬔ秀秀明明（౨ښ経ࡃ大学）IGS セミナー「ԯೆにおける共༙ஏとジェンダー」（39 น参ল） 
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 5. ऑघ研究者の育成
１）AIT ワークショップ
̐）大学院における次੊େ研究者育成
̑）専任・特任教員୴当ߪ義



ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ 

̏）AITϭーέεϥρプ

ジェンダー研究所͗ӣӨकରをແΌる国際研究ިླྀプロジェέφ 
タ΢のアジア޽Ռ大学Ӆ大学（AIT）とジェンダー研究所ͶΓるऑघ研究ं国際ިླྀプログラム

AIT ワークショップは、ジェンダー研究所と、タイのアジア工科大学院大学（Asian Institute of

Technology（AIT））とにより実施されている、国際研究交流プログラムで͍る。 

2001 年に、ジェンダー研究センター（ݳジェンダー研究所）所଒教員と、AIT「ジェンダーと開発」
専ߊの日下෨ښ子教दらのਜ力によって࢟められ、2004 年には、本学と AIT とのؔで大学ؔ学術交流
協定が݃ͻれた。以߳、協定に基Ͱき、日本ではジェンダー研究所が、タイでは AIT・ڧ؂資ݱ開発研
究科がӣӨ主体となり、AIT で実施されるワークショップへの本学院生派遣と、AIT 大学院生の日本国
内での研र受入による、国際研究交流事業をほ·ຘ年実施している。お茶大ではもっともྼ࢛が長い国
際研究交流プログラムで͍る。 

2009年度からは、AIT ワークショップ・プログラムは、ジェンダー研究センターがॊ来提供してきた
大学院博士前期՟ఖ科目「国際社会ジェンダー論ԍस」としてୱҒ೟定が࢟まった。2013 年度はサマー
プログラムを活༽して AIT 院生の日本国内研रを実施し、2014 年度からは大学院博士前期՟ఖ科目「フ
ィールχワーク方๑論」（2020 年度から「研究方๑論コースワーク（フィールχワーク）」）を国内事前
研रとしてखり入れた。 

大学Ӆٝߪ「国際ऀճジェンダー࿨」Ͳの学सとグローバルなフィールχͲのࣰભ・ިླྀ 
本ワークショップの日本からの参加者は、ॡ学期に大学院科目「研究方๑論コースワーク（フィール

χワーク）」をསरし、開発とジェンダーにかかわるグローバルな՟題܊の෾ੵ方๑や視座、海外におけ
るフィールχ調査方๑を学΁。その後にアジアঀ国のগ来を୴うଡ࠾なਕࡒが集う AIT での研रに参加
し、フィールχワークに基Ͱく研究の基ેを実践的に学सする。また֦国の院生たちとワークショップ
で研究交流することで、൶らの೦қ͍る議論スタイルや問題関心のଡ༹さから研究者としての࢙ܻを得
る。ؾ国してからはジェンダー研究所所଒の特任ࢥߪが୴当する「国際社会ジェンダー論」（本報告ॽ 56

น参ল）にて、タイで得た知ݡを共༙し、国際社会におけるジェンダーの問題の理論的ݗ౾を௪ͣて、
さらに理解を਄める。また参加者はຘ年、タイでの研र内容を報告ॽにまとめている。 

ジェンダー研究所は、このような大学院生の国際研究交流プログラムを提供し、大学院生の教育カリ
Ϋュラムをึکすることで、次੊େのジェンダー研究者、͍ るいは、NGO や国際ؽ関で国際協力の࢕事
にͯくਕࡒの཈成に࣍続的にखり組Ξでいる。

2024೧ౕڦڦ AITϭーέεϥρプͶͯ͏ͱ
AITワークショップへの本学院生の参加者は、まͥ国内事前研रに૮当する「研究方๑論コースワー

ク（フィールχワーク）」のद業をとり、AITへの派遣にඍえて学΁こととなる。
7 ݆に AIT 院生が来日をしたが、本年度の AIT 院生たちの研究テーマは、೸業とジェンダーにͯい

てで͍った。そうしたテーマに合わせて IGS所଒教員と、学外の関࿊஄体や研究者からもଡ大なる協力
を得て、日本における೸業と女੓の政ࡨおよびखり組み、೸とジェンダーにおけるྼ࢛とݳয়、海外の
೸業に対する日本の支援にͯいて学び、さらに実際に೸Ԅに行くプログラムを組み、インタϑューやフ
ィールχワークを実践するؽ会をઅけた。プログラム参加の本学院生はす΄ての日ఖでサポートに入り、
నٕ、௪༃やઈ明のึଏを行なったが、これもまたこのプログラムならではの実践の一ͯで͍る。

52



ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ 

̏）AITϭーέεϥρプ

ジェンダー研究所͗ӣӨकରをແΌる国際研究ިླྀプロジェέφ 
タ΢のアジア޽Ռ大学Ӆ大学（AIT）とジェンダー研究所ͶΓるऑघ研究ं国際ިླྀプログラム

AIT ワークショップは、ジェンダー研究所と、タイのアジア工科大学院大学（Asian Institute of

Technology（AIT））とにより実施されている、国際研究交流プログラムで͍る。 

2001 年に、ジェンダー研究センター（ݳジェンダー研究所）所଒教員と、AIT「ジェンダーと開発」
専ߊの日下෨ښ子教दらのਜ力によって࢟められ、2004 年には、本学と AIT とのؔで大学ؔ学術交流
協定が݃ͻれた。以߳、協定に基Ͱき、日本ではジェンダー研究所が、タイでは AIT・ڧ؂資ݱ開発研
究科がӣӨ主体となり、AIT で実施されるワークショップへの本学院生派遣と、AIT 大学院生の日本国
内での研र受入による、国際研究交流事業をほ·ຘ年実施している。お茶大ではもっともྼ࢛が長い国
際研究交流プログラムで͍る。 

2009年度からは、AIT ワークショップ・プログラムは、ジェンダー研究センターがॊ来提供してきた
大学院博士前期՟ఖ科目「国際社会ジェンダー論ԍस」としてୱҒ೟定が࢟まった。2013 年度はサマー
プログラムを活༽して AIT 院生の日本国内研रを実施し、2014 年度からは大学院博士前期՟ఖ科目「フ
ィールχワーク方๑論」（2020 年度から「研究方๑論コースワーク（フィールχワーク）」）を国内事前
研रとしてखり入れた。 

大学Ӆٝߪ「国際ऀճジェンダー࿨」Ͳの学सとグローバルなフィールχͲのࣰભ・ިླྀ 
本ワークショップの日本からの参加者は、ॡ学期に大学院科目「研究方๑論コースワーク（フィール

χワーク）」をསरし、開発とジェンダーにかかわるグローバルな՟題܊の෾ੵ方๑や視座、海外におけ
るフィールχ調査方๑を学΁。その後にアジアঀ国のগ来を୴うଡ࠾なਕࡒが集う AIT での研रに参加
し、フィールχワークに基Ͱく研究の基ેを実践的に学सする。また֦国の院生たちとワークショップ
で研究交流することで、൶らの೦қ͍る議論スタイルや問題関心のଡ༹さから研究者としての࢙ܻを得
る。ؾ国してからはジェンダー研究所所଒の特任ࢥߪが୴当する「国際社会ジェンダー論」（本報告ॽ 56

น参ল）にて、タイで得た知ݡを共༙し、国際社会におけるジェンダーの問題の理論的ݗ౾を௪ͣて、
さらに理解を਄める。また参加者はຘ年、タイでの研र内容を報告ॽにまとめている。 

ジェンダー研究所は、このような大学院生の国際研究交流プログラムを提供し、大学院生の教育カリ
Ϋュラムをึکすることで、次੊େのジェンダー研究者、͍ るいは、NGO や国際ؽ関で国際協力の࢕事
にͯくਕࡒの཈成に࣍続的にखり組Ξでいる。

2024೧ౕڦڦ AITϭーέεϥρプͶͯ͏ͱ
AITワークショップへの本学院生の参加者は、まͥ国内事前研रに૮当する「研究方๑論コースワー

ク（フィールχワーク）」のद業をとり、AITへの派遣にඍえて学΁こととなる。
7 ݆に AIT 院生が来日をしたが、本年度の AIT 院生たちの研究テーマは、೸業とジェンダーにͯい

てで͍った。そうしたテーマに合わせて IGS所଒教員と、学外の関࿊஄体や研究者からもଡ大なる協力
を得て、日本における೸業と女੓の政ࡨおよびखり組み、೸とジェンダーにおけるྼ࢛とݳয়、海外の
೸業に対する日本の支援にͯいて学び、さらに実際に೸Ԅに行くプログラムを組み、インタϑューやフ
ィールχワークを実践するؽ会をઅけた。プログラム参加の本学院生はす΄ての日ఖでサポートに入り、
నٕ、௪༃やઈ明のึଏを行なったが、これもまたこのプログラムならではの実践の一ͯで͍る。
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2024 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

9 ݆には本学院生がタイへと派遣され、AIT の日下෨ښ子教दのもとで組まれた充実したプログラム
にԌって研रを行ってきた。本年度は 8名の参加者だったが、しっかりと問題қࣟを࣍った院生たちは
ࣙਐの関心に基Ͱいたインタϑューをし、֦झϪクチャーを受け、॑يな経験を੷Ξできた。日本とタ
イからの参加者によるそれͩれの報告会では、充実したフィールχワークの成果が報告され、࣯ٛԢ౶
も活発に行われた。
タイからのؾ国後に本学の参加者たちは「国際社会ジェンダー論」で、タイでのフィールχワークや

AITでの学びを言ޢ化し、報告会と報告ॽࡠ成に޴けて共同ࡠ業で準ඍを進めていった。これは派遣さ
れたという経験で終わらせることなく、その経験を서し、グローバルな流れの中にҒ஖Ͱけ௜し、ࣙ
ਐのݡซきした৚報を体系Ͱけていくࡠ業を௪してより理解とࡩࢧを਄めるؽ会を得るためで͍る。 
「ジェンダーと開発（Gender and Development: GAD)」にかかわる՟題܊の෾ੵ方๑や視座、また海外

におけるフィールχワークの基ેを学΁ことが目的の本プログラムによって、参加者は国際協力や開発
援助、ࢤ຿ӣ動に௜にৰれ、フェミωスト視点から議論するؽ会を得ることができたといえるだろう。 

AAIITT ワワーーククシショョッッププգգ年年度度実実੹੹

実施年度 研रテーマ 

2001 Gender and Development 

2002 Gender, Work and Globalization 

2003 Women, Globalization and Home-based Work 

2004 Female Migrant Workers' Rights in Thailand 

2005 Gender and Development in Thailand: Labor rights and violence against women 

2006 ʦ実施せͥʧ 

2007 Gender, Rights and Empowerment 

2008 Thailand-Japan Interactive Research Actions by Using Gender Perspectives 

2009 Gender and Policy: Through Thailand-Japan Interactive Analysis 

2010 Gender and Social Change: Comparative Analysis of Thailand and Japan 

2011 Gender and Disasterʦ特พプログラムʁ本学でのシンポジウム開催ʧ 

2012 Sexuality 

2013 Global Justice, Women’s Health and Prostitution 

2014 1) Sexuality, 2) Gender and Poverty, 3) Education and Empowerment

2015 Labor, Sexuality and Empowerment 

2016 Labor and Association from Gender Perspective 

2017 Sexual minority and migrant workers from gender perspectives 

2018 Power and Sexuality from Gender perspectives 

2019 Gender and Empowerment in Urban Space 

2020、2021 ʦ院生派遣はૻݡりʧ 

2022 Education from intersectional Perspective 

2023 After Covid-19 

2024 Gender issues and Youth 
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ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ 

̐）大学Ӆ（ਕؔ文化૓成Ռ学研究Ռ）Ͷ͕͜る࣏世େ研究ं育成
ジェンダー研究所はジェンダーの視点から学際的・国際的な研究を推進する次੊େの研究者育成も行ってい

る。IGS所଒教員の指導のもと、2024年度は以下の院生が博士前期՟ఖ・博士後期՟ఖをर了した。 

2024೧ౕ ദ࢞઴غ՟ఖ（ジェンダーऀճՌ学઒ߊ）र྅ं 

˖ IGS 所଒教員が主査を務めた 2024 年度博士前期՟ఖर了者と論文タイトル

ʴࢱ名ʵॎ谷 明ߵ 

ʴ主査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 

ʴर士論文タイトルʵ 

タタイイのの女女੓੓監監ಞಞががேே΋΋イインンυυィィϘϘンンυυンントトӫӫ画画のの新新たたななொொ流流ʗωωュューーウウェェイイϔϔ以以߳߳のの動動޴޴にに着着目目しし
ててʗ
ʴགྷࢭʵ 

本研究は、タイड़ਐのインυィϘンυントӫ画の女੓ӫ画制ࡠ者にフォーカスを当て、൶女たちがӫ
画ࢊ業に参入するのにʹのような্ปが͍ったのか、またනݳのࣙ༟に対してʹのような՟題をかかえ
てきたのかを୵ٽするもので͍る。タイのӫ画ࢊ業はྼ࢛的に஋੓中心的で͍ったが、タイ・ωューウ
ェイϔ・シネマとݼͻれる 1990 年େ後期のӫ画ӣ動以߳になると女੓たちの参入がଁえていった。さ
ま͡まな制༁が͍る中で、短ฦࡠ඾・長ฦࡠ඾を継続的に制ࡠし続けてきた女੓監ಞたちがʹのように
してそれをୣ成できたのかを、ࡠ඾の෾ੵとӫ画監ಞの経験から明らかにした。 

ʴࢱ名ʵ∃ڰ ૙Խ 

ʴ主査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 

ʴर士論文タイトルʵ 

ธธ܋܋基基ஏஏबबววஏஏ域域ににおおけけるるセセククシシュュアアリリテティィのの౹౹制制ʗ戦戦後後ののཱཱིིઔઔ・・国国ཱཱིིににおおけけるる৞৞化化ӣӣ動動をを事事ྭྭにに
ʗ 
ʴགྷࢭʵ 

本論文は、女੓のセクシュアリティをめ͛る規範がۛେ化の下での౐ܙࢤ成やそのなかで生きるਕび
との社会қࣟにʹのようなӪڻをもたらしてきたのかを、戦後のڈธཱི܋ઔ基ஏबวの࠯ઔ・国ཱིの事
ྭから考察するもので͍る。1955 年からのൕ基ஏ拡௃ӣ動で͍る࠯ઔಈ争の「成ޯ」のഐ後では、女੓
ࠫพの問題が෈Ն視化されてきた。「ϏンϏン（ઐ領܋૮घのജॡ女੓、とくに֙ক）」が෫نをखりగ
まる目的においてഋੳされ、一方でൕ基ஏ拡௃ӣ動に参加する女੓たちがস༴された。本研究は戦後ۛ
େ化のなかでഉক・৞化ӣ動を推進した࠯ઔଞと国ཱིௌの事ྭを௪して、ӣ動に関わったアクターたち
の「ϏンϏン」らに対するқࣟやഋঈの動ؽ、ഐܢに存ࡑする規範をݗ౾する。 
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ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ 

̐）大学Ӆ（ਕؔ文化૓成Ռ学研究Ռ）Ͷ͕͜る࣏世େ研究ं育成
ジェンダー研究所はジェンダーの視点から学際的・国際的な研究を推進する次੊େの研究者育成も行ってい

る。IGS所଒教員の指導のもと、2024年度は以下の院生が博士前期՟ఖ・博士後期՟ఖをर了した。 

2024೧ౕ ദ࢞઴غ՟ఖ（ジェンダーऀճՌ学઒ߊ）र྅ं 

˖ IGS 所଒教員が主査を務めた 2024 年度博士前期՟ఖर了者と論文タイトル

ʴࢱ名ʵॎ谷 明ߵ 

ʴ主査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 

ʴर士論文タイトルʵ 

タタイイのの女女੓੓監監ಞಞががேே΋΋イインンυυィィϘϘンンυυンントトӫӫ画画のの新新たたななொொ流流ʗωωュューーウウェェイイϔϔ以以߳߳のの動動޴޴にに着着目目しし
ててʗ
ʴགྷࢭʵ 

本研究は、タイड़ਐのインυィϘンυントӫ画の女੓ӫ画制ࡠ者にフォーカスを当て、൶女たちがӫ
画ࢊ業に参入するのにʹのような্ปが͍ったのか、またනݳのࣙ༟に対してʹのような՟題をかかえ
てきたのかを୵ٽするもので͍る。タイのӫ画ࢊ業はྼ࢛的に஋੓中心的で͍ったが、タイ・ωューウ
ェイϔ・シネマとݼͻれる 1990 年େ後期のӫ画ӣ動以߳になると女੓たちの参入がଁえていった。さ
ま͡まな制༁が͍る中で、短ฦࡠ඾・長ฦࡠ඾を継続的に制ࡠし続けてきた女੓監ಞたちがʹのように
してそれをୣ成できたのかを、ࡠ඾の෾ੵとӫ画監ಞの経験から明らかにした。 

ʴࢱ名ʵ∃ڰ ૙Խ 

ʴ主査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 

ʴर士論文タイトルʵ 

ธธ܋܋基基ஏஏबबววஏஏ域域ににおおけけるるセセククシシュュアアリリテティィのの౹౹制制ʗ戦戦後後ののཱཱིིઔઔ・・国国ཱཱིིににおおけけるる৞৞化化ӣӣ動動をを事事ྭྭにに
ʗ 
ʴགྷࢭʵ 

本論文は、女੓のセクシュアリティをめ͛る規範がۛେ化の下での౐ܙࢤ成やそのなかで生きるਕび
との社会қࣟにʹのようなӪڻをもたらしてきたのかを、戦後のڈธཱི܋ઔ基ஏबวの࠯ઔ・国ཱིの事
ྭから考察するもので͍る。1955 年からのൕ基ஏ拡௃ӣ動で͍る࠯ઔಈ争の「成ޯ」のഐ後では、女੓
ࠫพの問題が෈Ն視化されてきた。「ϏンϏン（ઐ領܋૮घのജॡ女੓、とくに֙ক）」が෫نをखりగ
まる目的においてഋੳされ、一方でൕ基ஏ拡௃ӣ動に参加する女੓たちがস༴された。本研究は戦後ۛ
େ化のなかでഉক・৞化ӣ動を推進した࠯ઔଞと国ཱིௌの事ྭを௪して、ӣ動に関わったアクターたち
の「ϏンϏン」らに対するқࣟやഋঈの動ؽ、ഐܢに存ࡑする規範をݗ౾する。 
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˖ IGS 所଒教員が主査を務めた 2024 年度博士前期՟ఖर了者と論文タイトル

ʴࢱ名ʵీ中 ੪ཁ 

ʴ主査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 

ʴर士論文タイトルʵ 

アアϟϟジジョョととはは୯୯かかʗココンンタタククトト・・μμーーンンととししててののԯԯೆೆでで交交ࠫࠫすするる経経験験かかららʗ

ʴགྷࢭʵ 
本研究では、ธ܋基ஏがາだに࢔存し、ൕ基ஏӣ動がઊえない中で、ธ܋ਕと਎密な関係を݃΁アϟ

ジョとݼͻれる女੓たちに着目する。日頃からธ܋関࿊の報ಕやωュースをݡて、基ஏの戦ಈؽのԽを
ซいて育ったԯೆの女੓たちが、そのようなয়ڱにおいてもなおԯೆの中でธ܋ਕとともに生きること
は、 ԯೆの社会でʹのようなқັをなすのかをݗ౾する。そして、ԯೆというポストコロωアルなؔۯ
で生きるアϟジョたちに঱点を当て、൶女たちのライフストーリーをىफ़することで、コンタクト・μ
ーンとしてのԯೆで生きる複雑੓を解明することを目的とする。 

2024೧ౕ ദ࢞غޛ՟ఖ（ジェンダー学際研究઒ߊ）学Ғखಚं 

˖ IGS 所଒教員が෯査を務めた 2024 年度博士後期՟ఖ学Ғख得者と論文タイトル

ʴࢱ名ʵ新ଞ ܛඔ 

ʴ෯査ʵ大ܛ࢛ ڰ（IGS ०教द） 

ʴ博士論文タイトルʵ 

΢ンχのमۂ構ଆのร化と༙ഓ۰女性の世ଵ内қ݀ࢧఈ
ʗΦンϏϭーϟンφの࿰ૌΊを࢘ͮͪ෾ੵʗ 
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ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ 

̑ʥ2024೧ౕ IGS઒೜・ಝ೜教ҽ୴౲ٝߪ

ʮਕؔ文化૓成Ռ学研究Ռദ࢞غޛ՟ఖジェンダー学際研究઒ߊʯ 

ਅⅰᒉ（教द） 
ジェンダー学際研究報告（総集）（௪年෈定期） 
ジェンダー学際研究報告（発展）（௪年෈定期） 
ർֳ政治論（前期） 

大ܛ࢛ڰ（०教द） 
ジェンダー学際研究報告（基ે）（௪年） 
ジェンダー学際研究報告（総集）（௪年） 
ジェンダー学際研究報告（発展）（௪年） 
ジェンダー政治経ࡃ学（前期） 
ジェンダー政治経ࡃ学ԍस（後期） 

ʮਕؔ文化૓成Ռ学研究Ռദ࢞઴غ՟ఖジェンダーऀճՌ学઒ߊʯ 

ਅⅰᒉ（教द） 
フェミωθム理論の争点（前期）
国際社会ジェンダー論（後期）
国際社会ジェンダー論ԍस（前期）

大ܛ࢛ڰ（०教द） 
ジェンダー社会経ࡃ学（前期） 
ジェンダー社会経ࡃ学ԍस（後期） 

ብ本৿಺（ಝ೜ࢥߪ）  

国際社会ジェンダー論（後期） 
ˠ（本報告ॽ 52ʛ53 น「AIT ワークショップ」参ল） 

ʮ学෨ʯ 

 （教द）ࢢ୫ཇރ

ジェンダー̑ 文化ϟυィアとジェンダー 

ӵ文学特चߪ義ᶞ Advanced Lectures in English Literature უ 

大ܛ࢛ڰ（०教द） 
アジア社会とジェンダーᶙ（後期）
アジア社会とジェンダーᶚ（前期）
グローバル文化学実सᶚ（௪年෈定期）
グローバル文化学総論（前期）
ジェンダー̐ グローバル経ࡃとジェンダー（前期）
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